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5. 新 f ！憲法におけう別院権保護条lf!
m.地主の反対運動
1. u PナM民衆党の結成
2. ザ L J ダーノレ制leftlトlsI、合憲性審行
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れをl(i覧する機会はもてなかったが， F.J. Moore 
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Society in Uttar Pradesh: A Historical Study 
with Special Reference to the I匂riodJ921 
1958 (Unpublished M. A. Th出 is,Univ. of 
Tasmania, 1959). 
P. D. Re巳vcs, The Landlords’Responsじ to
Political Change in the United Provine巴s
of Agra and Oudh, India, 1921-1937 (Un・ 




P. D. Reev巳S，“Landlords釘 1dParty Politics 
in the United Provinces，” in Soundings in 
λゐdernSouth A廿山
44 
Low (Berkeley: Univ. of California Press, 
1968), pp. 261～293. 
として発表されている。
〔注 l〕 ザミーンダーノレ制の内容は厳密にL、えば州










九十三主ごし〈依存 d;~ '!,f生地 ~i-: 1' f：指すもの片してm
いる。必婆に応じて，土地利用の仕方，所有規模によ
って，寄生地主，耕作地主，手作り地主，自作地主，




ンダ ιl !i:の構成にi拐して付加松Ir 1 ~ト jct, 合州に
わける土地保有と小作関係－1930年代前後一」（『アジ
f経済ふな：9巻第 2,; , 1968年2}j）参照。
（：主2) 攻在の【ツヅタノレ・プラ fシは1877；ドまでは
North巴WesternProvincesとOudhに分かれていた。
1877年か fぺ氷河－o 政務長吉め W•\r，月下にいれられ，
















年8月に， Up f十｜国民会議派の幹部の i人である














































































































































だと 1ぜ 1 う意見が強かぺた： iJ;,Jo 
こうして、 7月El日にUPHI i攻l(fを代)_jしーし




















以 l:c'liJl'i[fJ(HIJを受け入,jL, こJt. f川 I)[l的を実現
するため山計両を準備する委民会を任命ずる権限
を政府に lj.えるものである。 J:!; 
この提案理由を説明して， UP州ムスリム連盟















・D・パリワ Jlc, A・P・ジァイン， C• シン，
K・D・マーラヴィーヤらは UP州国民会議派農民
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J 』れて， 地主｛l!IJハ反社J草炭I1, LだLづこ激しくな.・， 案がと程される土，地主は代表者をマハートマー・
ゲン二戸ィーのもとに送り， ザミーンダール制廃止
地主がザミーン ＇i＇ーら；！｝I］廃止t二ば対ずら根拠（土 を思いとどまるように国民会議派の指導者を説得
日極的なも山ではなか 1 たr 会議ilR，そ（／）他山進 Lてくれるように懇願した。
jじ｛！川市iJ;;J‘人出ソユ士「一）:ltと， 4ミー L ゲ，＿，1,；士宅f 寸ーでに述べたように uPチけでは地税設定の差異
生［「J地 fUfd!V片さー !;~ ;\:'Ijて~J ） 発展：こなんら＇，；f与ー により宅二つの地主組織が別個に存在した。一つ
しなかづ／二日ィ、う Jド維；こ？地主i:JX:1I2ぴ；二とばを いア－7、ラーチト！ずミーングール協会で，他はアワ
七たなか －：ご ；）込れ「一】 it在宅資本土比較して差別 ！ごの英f[J協会てあった。ザミーンダール制廃止の
待遇を壬けて L 、石七、~， {z，士強調し， 訟の｝誌の'I・ th函iが具体化しごくるにつれて，二つの組織を統
等と十う川、理士）とーンゲーノし HYJJ~ご ii：ーに民社－J ＇る －＜て，強力な反対運百坊を展開することが必要で
出j処としん。たとえ；L l~H6年ス n: こ， ＂＇トオ県 あるとちえられるようになった。
内地主I品主，；Ii指導－；＇H::.（；・ナー弓予ーヤユ；士次の 1916年8月4, 5日の三日間にわたり、 ラクナ
仁川と述／＼じ、る p 1'7で開かれたアーゲラーチト！ザミーンダール協会の
「もしケグおよ lドビ・しラが豆大trι土菩百i-iる 大会におし、て，ザミーングーノレ信I］廃止への反対を
権利をも Jな：l王可比較的貧しいlitUi：慌の分配 支↓U)jする第 l決議と同時に， ザミーンダールに統
における L i ）ゆる手等：l-Aを円犠tuv たぜならなけ A を呼びかける第 2決議が採択された。それは次
J.1,f江じな L. ,) ）力、 _I' 日［， のようなものであった。
3らに， [,U己会議派がけミーン 1/・-,1 R可能止に ：ヂミーンダールを強力な団体に統一し， かれ
時みlJ Jた日＞it 唱 ri':;\v_:資本の Hill かん•／｝ぞ請に r,t；じ んの存在を継続するための闘争にあらゆる犠牲を
t~- L 川でかるという trili':もなきれて L、／：.t引）ロ 払うように，かれらを決意させる必要島があり，こ
l ¥I l(i平 1J J : ~ i土
0 点、L権力Fちi主t二＂） ：，、て；，I司：密－寸一るtてめにイ〉下を訪j工 「〉なし、， と本大会；ま決議する 0 ］＇η3 ） 
三時， { L ド門地主肩を代去Lてどノ，＿ ，，のゲヰ／ この呼びかけに応じて，州立法議会でザミーン
ベンガーし，， ？ハー弓ージャ一、 7ーザラ一小1ドミ グ、－ JL, 信I］廃止決議が採択された直後の 8月18, 19 
ーンゲ－，， 協会（T)総裁十ワーブ・＇.＼！・ュスフ， ;/ の［河口にわたり， アげドのターノレクダールとア－
1レド 17ンびJ戸、一、ーラ一三 γ一、：＇／ ( -'fヤナグラム グラーのザミーング－／，－のf，＇同会議がラク十ウで
，＿.＇）マハーラ一三ケ ，＇－｝ しが委員会に会見して，地 ［＇＼号かれ， UPJl,[iドミーンダール連合（UPZamindars’ 
主山利益を守るようにとの覚7'Jを手i在LK。その u口ion）が設立された。その規約第 2条には連合結
中でかれん：t-1F・ ミーンゲール制廃止に ;tら4,；的；ニ反 fi止の［J的が；欠のように述べられている。 「連合の
対である行をfl)Jらかにすらと 1,i]l;jに守 川家に上石 L·~E 的はザミーンダーノレ制廃止にあらゆる可能
私有財産山強制収用にあ／二って；；ト万穴Mr:nがな な力法で反対することである。なぜならば，ザ、ミ
されご）工川ーとい〉条）li全将来；ハ fL ド憲法に入 」ングールfiJ廃止は小作人の利益になるどころか




































（注 l) The l'ioneer, August l :1, 1945. 
ラ2
(ff 2〕 ThePioneer, Deccml班 13,1945. 
H. D. Malaviya, Land Reforms in India (New 
Delhi, 1955), p, 75昼
(Lt: 3〕 ThePioneer, September 19, 1945目
( it 4 ) The Pioneer, October 14, 1945. 
〈江 5〕ア グヲ ilザミ ンダ－，l－協会は1914年
に創設され本節はアラーハーパードにあった。その会
員は＞Fl同地税納入額5000Fレピ F u、上のた地主であ，た。
Clt.6〕 ThePioneer, August 11, 1945. 
〈む 7〕 アワ「笑1°ば'J;i,会は1861年にお！］，－.をされ， 1857
～58生存の犬反乱後にイギリス植民地権力に忠誠を誓っ
て， ¥11（の煎似（ターノl !., ）に立：！永代iYJ，相続・筑波
可能公1和平ljを与える旨土uc'.L，七戸可証主将けられたタ
ーノlクダーノレ合会員にしていた。この協会の設立に関
Lてけ， T.K おfotcalf，“SocialEffects of l3ritish 
Land Policy in Oudh，” in Land Contr・oland So-
cial A’t, ucture’i珂 India持 Ilistory,ed. by ！と E.
Frykenberg (Madison, 1969）参照。
( 1:8 ) The Pioneer, August 29, 1945. 1930’ド代
のUP ;1 国民ぷ l議派の党員構成P也ついて， J・ナノLー
は「会議派は純然ずる民族主義団体であり，多数の中
規純一戸、ーノゲ ペ L少数の寸、地主をセl合して、，fJ 
里述べている n 機野努三訳『ネーノレ肖伝』（平凡社，
1B和30今）， f {', 258ペジ。
（出 9) The Pioneer, January 22, 1946. 
uuo〕 Rej>nrton the Administration of the 
United P1机リ・ncesfor the Yem 1946, p. 7. 
( /Ul) The Pioneer, May 14, 1946. 




















さえ c: } ) ) .・！ な活動芝 、J 0 
こも 1 ，本州の吐、 グールたり【 I主lCJ'）無為
者階i'1l1ζはし，かれ九 ！' ~l /_ j役割にj,JI¥ 1 /"( 1. 、国富
をrn消している。」この決議案には， A.P. Jainをは
じめと L, Sampurnananda, Kamalapati Tripathi, 
Acharya .'larendra [ )ev, Ch訂 anSingh ・; I UP  m 
会議ir'：、，：：l)'J派，左前 I f'<t者 15人か...! ' •: i；可t委員
会の設置UJ提案されていた。
（注12) The Pioneer, May 21, 1946. 
C 1 u〕 The Pio舵打『 July20, 1946 
（ごj14) ＇［守hePio舟 （＇／
ca 1＂〕 ThePion《Pι，.‘ Au日ust15, 1＇与46 
（注16) 統治法については森利一「1930年代のイン
ドの政治体！lUJC『インド文化.）］， s, n1玉1'43午）参照。
（；ふ17) Report of tlu 
dari ¥h円/lt,onCommittee (Allahal】ad,l(M，→、I, pp. 
1～4. 
（注18) たとえ；f，“ AgriculturalPlanning Mis・
directed Attack on Landlords，＇’ in The Pioneer, 
February 12, 1946. “Lanrl Tenure an,! J¥gricul-
tural Prosperity，” in The I'ioneer, March :z, 1946. 
“Zamindary Is the Best Land System for India，” 
in The Pioneer, April 13, 1946. “History of Taluq-
dari in 0山Jh，＇’ inThe Pi川崎r,July :lO, 1リ46.
Cl lJ) “Indian Vdl;,ge I注目ents l Jniquc Field 
for （、り一円pcration，＇’ i口 The Pioneer, April 2l, 1946. 
“Katju's Nostrums，”in The Pioneer, April 24, 1946. 
かれはすでに1930年代米にその格担、を発表していた。
“A Scheme for Local 汚。IfGovernment in Rural 
Areas，” India.舟 Journal of' Econo111 ics, 1/ ol. 20, 
No. 1 (July 1939), pp. 1～15. 
（注20) Sampurnanand，“ The Cas日 forNation-
alisation of Land，” in A.bolition of Zamindari 
(Lucknow, 1946). 
(,'1:21) A. P. Jain，“Past and Future of Zamin-
dari，” in Abolition of Zamindari. Nasir Ahmed 
Khan, Land, Landlord and Legislation (Lucknow‘ 
1945) r’古 Jーた Jainしlγいをも参照。
( ;1:22〕 Char叩 Singh,Abolition ，ゲズamindaげ







（：注23) S. N. Agarwal, Gandhian Constitution 
for Free India (Bombay, 1946). 
（注24〕 Abolitionof Zamindari, pp. 3-4. 
（注25〕ペbol出；onof Za川 indari,p. 53. 
（注26) The Pioneer, October 13, 1946. 
（注27〕 ThePioneer, March 26, 1946. 
〔注28〕 RajnathKunzru and Krishnapal Singh, 
“7amindary Is the Best Land System for India，＇’ 
in The Pioneer, April 13, 1946. 
( /1:29) The Pioneer, April 16, 1946. 
〔ll30) The Pioneer, August 5, 6, 1946. 
（’注31) 'J'he f’'iuneer, August 20, 1946. 
t注32〕 TheI'ioneer, April 20, 1946. 




／ダ ノしと F卜＜.i 、 ンダーノレ！いミ上うな1K.¥J1J:> ・ 1 ・イ
り出そうと fるものを非難し，ザミーンダーノレl土一体
であると強調する。」（ThePioneer, October 4, 1946) . 
ウナオ県の地主会議では， K・G・ナーラーヤンはつ
～つように！い＇：： 0 「i語民会＂， Ur,1.1，小ザミー／々ー
＇＇こは （；＇6響 d了、：II.、｝しばしば＇ ' l~j I. ＝いた。 （刀， L "'~ 
法議会におけるザミーンダーノレmu際上決議の採択によ
って，それが偽りであることが明白になった。決議の
勺小では大，j、ザ i y ダーんのιぞ五日u（，：なんらして，、な
いd 大小の別なく ）， ）れわれはうやいJL運命にあら。〆fや
iヲーーが必要＂，：：：： .! ＝ある。J(The Pioneer, November 
15, 1946). 






































衛生およびF上会悩祉・教育 医薬設備，(3) J . C・ケマラッパを Ji.,tdJ.'.: 二J)結民されたじ
火災の予防・ m伝染病の ('I¥Jj./"fi：療、 n子出社，
火，村、，＇［.?J等学
ぐOilιreト、 A"ra11anと「る会議 ii~ ；え業改革委員会



















二士山 ｜ごに IO～E，りjfを l lti f立民会ん.＇；設置さ jL；ヒ
人口に占める由Jr）のノj、主いムスリ選出てあったc二ース （！）L'V: ［~Iii］主ll1二↑るブ口、ソグが組織主 ,r1' 
ムtらノミンチャーヤトがヒンドヮ iこ7支配さt1るこI 3 G 良極子貯蔵所カミ各ブロ r Yに開設きれた
コミュニテ ｛5}1Jの分離選挙人団方式とi’fJれて‘政府i主主ftを学1践す注業生産地大内必要己ミ「】，
だが， 19•17 年 8 刀 15 上！を主張して議らなかった。すでに 1946¥8月1:iIJには1.l’；i ガオるために，







、l口cc討 Pa町 hayatJfaj Bill，；と名称を改めじZl,EH7 








だってきた＇ I4 0 これに対し， Fトfl二人、 農業労働
/fJl/¥l!Jでもみずか心を組織して地王に対抗；→るよ
う（二，＇（ ，：，てきたコたとえばlfI'外i京郊ではアヒ－
1、 ケ Jレミ司 クン：ごの仁fi立カースト小作良l土ト 1)
r"/ L ニ・ザ J ケ（Trivcni:-'anghトを結hX.L ／.：＂ま
f：力、ラリヤサ力、ソ 7ー‘口パー IC'' テ 1），チャマ
~- ,c‘ 口ノJーなどの中・低位カ－ ・;zトはシニ7シ、ソ
l、．サンゲ（＇.－＇ ho必1t日札口日h）を仇月 nitLt=" これl土
「土地なき労働J音ιわ寸三かの土地をもっ良業労働
？？」のj：地金 iぺ長民に対抗するュ室長！Jであった
け f qi・f1¥{i'[Uー ζ トが一致して小i1党を結成
l、 守ーヴ f〆j山主；二対抗する例もみじ、jiた〆 I6 ,0 
1 I》 1政府iとす計二 194G年リ nにり←シブ勺L(}) 
ヲ；（動位台、 子ーイパレー IJー，パスチィ， γ リー



























































に分け， 補償金績は年間純所得額しT)i）、さ L、も tハか
ら：！Sf斉な L、：.・ 8 f害相当額とするうこの汁＇t＇；［では補










































































































































一ラーヤン， R ・：＼ 1 ・ロヒヤー， A ・ :'\I• f-rγ 






たわ EJ.i計年li）／］末iころ・！l・Ic1J財務川；；，小二ュ －＇r・ リ
ーに折i集主れ、 イト｜ご LP 央政府山大蔵大 f~~ ＇ イン
ド準備強行総裁も bi！＊ヲ•｝ご， ザ乙ーン γ←；t.ljl]I}話
」l；刈叶政l下JiRIJrf1iが主とし〈討議された こ円会議
でイ L ド中央政府i、 -,rミ－／ ダール脱出Jl二の主























































その骨子が定まっ fこう そして 7Jj 7 Hに州立法議














の新し U、I寺（¥:;en開幕を意味「心J , I'" 














C仁1) The Pion,’er, Pecem her 18, l lJ4fi‘ IL D. 
11alaviya, J,and Re_!orms. . . , p. 81. 
( l 2) Rej,ort on the Adminisわ・ation ρr the 
United Prm•inces for the Year 1946, pp. 8～9. 
( i :3 ) l<eJ,ort O!l the Administration of the 
United I》rovincesfor the Year 194乙pp.101～104. 
〔／_L4) H. D. Malaviya, Village Pa河chayatsin 
India (New Delhi, 1956), pp. 207～209. 
( /l:5) Report of the （’ongre‘s Agrarian Re-
/i,rms ( ・ommittee (New [ )elhi, 1949), pp. 138～IJ9. 
（仕 6) n. S. Cohn，“ The Changin再 Statusof a 
I、：epress臼 lCaste," in Village India, ed. by M. 
'.1.-fariot (Chica耳o,llJ55）ー
( il7〕 Reportof the United Iケovinces7-amin-
d,n i Aholition Committee (Allah心地d,1948), Vol. I. 
(il8) J.む，，portof the United f》rovinces7-amin 
dari /lholitio11 Committee, Vol. I, p. 358 
en 9) 計約パン I,; , /Hf,t J1l , ある UP)Ufi；グpクず
す ：Jtil 7）ご， f:. j也、＇1立tl"村分f有者主j行j 二と：t。
(:uo) この点て興味？広いしりは， f村去年詳＇r . 1休J
1仙1N:.c除阪をめくィ；手守う／・、／／と f'Uf，三日；年配f
I ,,1;:;,1,,(U1J>j,j ，，ご払ノコ。 二，） Ii'.］／）’iけ，＇i,；戸、
ノ タ ん；l,ji苛1.互io；：・，，、＊＼九万仁い J J汗山 j,・ 1・;,1：ハ
, , j' • L ノ〉。
i立は｝材I/,':r, (i）昔、〔主；， tJH'f可能i也のrttr, (i）ま
!: ¥t人 Jj1没能そ qえアすべき It寸務共肉体j の構成を
め’ ' '1[-仁f, r ＼’ -. ／ ・ ン ン iiこ＊l ( 〉び咋浅fiBt J! 
HH；店；，］j( Iト〆！ク i・ヒソサ守ダ一 'j 一江m,)( '-,. 
1 、記 ！• , J:.弘之 LF。そのJ理巾it, I .t臼J3剣 ：f,((J子J 干f,; ' 
flJ ,c 1iTP1, ［幻，Lを i, ・, 一と L、ζし） } ( t ニ／）団／；！，た :) 「主J ; 〉
]. J う
・/i, L：υL力＇I_ ！；： かんらしこの提案方、受い人tii' }, ；允
,・ iJ，荒川相f｛はが土地主主＼，，，：：する可能性力，ヨ［，
cU也ti:J ,;rFトtt.)；乃和lh方‘そこら j) l Lること i：なろうと
本五n；，，ノ望秒、i.！：；‘える。強大な経済的佐限立会むこ
れらの機能lj 一附紋に似すヘきもの i：はYよくて， 『村
f存共同体』全体に部りこ片て，共同体全体の共通のがJ:/._;







;¥ J乙ものとある。J(Report of the United Prm•inιes 
7-amindari Abolition Committee, Vol. I, p. 524). 
59 
1969110062.TIF
,ci ［せよ：議派ハJ旨i与す； P f:, t,，.階級t立山／，： L協 .i!Tar向な
「村lfi;Ji, id] f主j をfl{,1: r乙こと予考えア＇＇ t . 1：、にklL 
地土1]:t Lこに間約対立／｛；イヒブ＇＇ J'tl主そ1行総；て，， 't・一三
三L! ~,; 111, l'i. ト。 J・〆弓サード IHJPIl／ノトャ γ 
I i'!;f ,le：空間jeiI －プポミ ノダ ノレ；!Ji先 If.長 tl: .1 
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I概況 I '.¥'.:fUJ1J 同日lj出資額一監 E企業5J1国別出資額 a覧
IV業経5)1,企業別本表 (1）食品工業 (2）繊維工業仰木材・紙・
家共製造業 （刻化学T業 (5）イiUI製品製造業 (6）ゴム製品製造
業 17）皮午一工業 (8）窯X (9）鉄謀者業 制JI鉄金属工業 帥金民
主i，：，，製込業（ゆ機械製造業師能気機械器具製造業同輸送JI
機 械 製 造 業 師その他の製造業帥JI,製造業
